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■東京ドーム 沿革

1936 （株）後楽園スタヂアム創立
1937 後楽園スタジアム（球場）開場
1955 後楽園ゆうえんち開場
1973 後楽園競輪閉場
1988 東京ドーム開場
1990 （株）東京ドームに社名変更
2000 東京ドームホテル開業
2003 La Qua開場（商業、スパ）
2021 三井不動産の連結子会社化に

伴い上場廃止
2022 球場の大規模リニューアル
2023 シティの大規模リニューアル

■面積

●東京ドームシティ 13.3ha
●東京ドーム（球場） 4.6ha
※都市計画公園（後楽園） 22.1ha



■立地

都市型総合エンターテインメントタ
ウンの東京ドームシティには、JR・地
下鉄の計5路線が乗り入れている。

JR総武線 水道橋駅
東京メトロ丸ノ内線 後楽園駅
東京メトロ南北線 後楽園駅
都営三田線 水道橋駅
都営大江戸線 春日駅

※コロナ禍での分散施策として、神保町駅や
飯田橋駅などへもお客様を誘導。



■営業概況

⚫ コロナ前、シティ全体の年間来場者数は3,000万
人規模。

⚫ 2019年度の東京ドームシティ事業の売上高は約
690億円。

⚫ 東京ドーム、La Qua（商業、スパ）、アトラク
ションズ（遊園地）、4つのホール（プリズム
ホール、後楽園ホール、TDCホール、シアター
Gロッソ）、ミーツポート、東京ドームホテル
（1006室）ーーなど各セグメントから構成。

⚫ 2019年度の東京ドーム（球場）の稼働率は約
90％（設営日含む）。巨人戦を中心とする野球
興行のほか、イベント（音楽、展示会・ビジネ
スショー、スポーツ各種）など多数開催。

⚫ 2022年度のコロナ前からの回復度合いは80～
85％くらい。



■2022年東京ドーム（球場）の大規模改修



■東京ドームと読売巨人軍との連動

⚫ ドーム球場は1988年の開場から35年が経過。チームまわりの諸室や人工
芝グラウンドの整備、座席改修や団体観戦ルームの新設など、両社で連
携・協議しながら、随時手直しを行っている。2023年はグラウンド上の
エキサイトシートを拡張した。

⚫ 両社にとって収入の柱である「シーズンシート」や「広告看板」の営業
などは、特に緊密に連携して取り組む。

⚫ プロ野球公式戦日程が内定するのは前年の10月頃。野球関連日程を押さ
えたうえで、その他イベントの営業を開始する。

⚫ 2022年より巨人戦来場者のシティ他施設への一層の回遊性向上を狙い、
「GIANTS SPECIAL OFFER」を実施。チケット半券や巨人軍アプリ内の
クーポンを利用することで、シティ各施設での割り引きや特典付与を強
化する。 ※シティ全体の回遊性向上のテーマは巨人戦に限らない。



■2023年～、東京ドームシティの大規模リニューアル

ランドスケープの刷新として、ビジョ
ン・サイネージの整備

LaQua （ラクーア）開業 20 周年
でのリニューアル

吉本興業ホールディングスとの協力によ
る新劇場「IMM THEATER」は24年1月
に開業予定

日本サッカー協会と提携する「サッカー
文化創造拠点」は23年秋に開業予定
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隣接の小石川後楽園と一体となっ
た都市計画公園・公園施設。都知事
認可の特許事業として、ドーム球場
等を整備してきた。
行政との協議を常に継続しながら、

民設民営のドームシティを運営。

■都市計画公園内の東京ドームシティ

東京都都市整備局資料より

●東京ドームシティ 13.3ha
●東京ドーム（球場） 4.6ha
★都市計画公園（後楽園） 22.1ha



【大地震など災害発生時の安全確保】

・「東京都震災対策条例」に基づき、シティ内広場は「緊急避難場所」に指定される。
・文京区と「災害時の相互協力に関する協定」を締結し、帰宅困難者対策として、一次滞在
施設を提供する。水・食料等の備蓄等も準備。災害発生当日のイベント状況や安全性を考慮
して、適切な施設にて受け入れを行う。
・シティ全体で、年間2,000回以上の防災・安全訓練を行うとともに、総合防災訓練では、従
業員のほか地元の消防や警察の参加を頂きながら、防災への意識を高めている。

■地域に密着した取り組み

【東京ドームワクチン合同接種事業】

2021年8月から22年5月までの計54日間にわたり、新型コロナウイルスワクチ
ンの合同接種を実施。文京区のほか、新宿区、港区、板橋区、中野区、東京都
が一つの会場で集団接種を実施する、全国でも例のない取り組みとなった。
読売巨人軍と東京ドームなど3社は、主に巨人戦のナイター開催日の試合前

（9時～14時）、2Fコンコースを無償提供して接種会場を設営。医療関係者な
ど関係各機関の協力を取り付けて自治体の接種事業をコンソーシアム形式で支
え、1～3回目の接種計約72,000回を実施した。



【省エネ関連設備を積極的に導入】
・東京ドームアリーナ内全照明のLED化（2016年）。
・雨水再利用システム、地域冷暖房システム、微細
な電力制御による省エネ効率の高いインバータ設
備ーー等の導入により、省エネ対策に注力する。
・社内に「温暖化対策小委員会」を設置し、各エリ
アでの照明や空調設備の運転時間、設定温度の管理
を強化している。

■脱炭素社会の実現に向けた積極的な環境保全活動

【リサイクルへの積極的な取り組み】
・球場内ではゴミ箱をリニューアルし、ゴミの分別
回収促進・リサイクル向上に努める。
・シティ全域で集められたペットボトルを回収して
新たなペットボトルに生まれ変わらせる「ボトルtoボ
トル」水平リサイクルを本格始動したほか、ペット
ボトルキャップから再生品化したゴミ袋を使用。



■TOKYO UNITE

東京をホームタウンとする14のスポーツチーム・団体が協力しあい、新た
な価値を生み出そうと、2022年にスタートしたプロジェクト。

2024年に創設90周年を迎える読売巨人軍は、「TOKYO UNITE」の取り組み
に主導的に参画している。


